
 
 

 

時間分解赤外分光を用いた機能性物質
における動的構造解析 

機能性物質において、その機能と分子構造や結晶構造は密接
に結びついている。しかし従来の構造解析手段では実際に機
能性物質が動作している最中の動的構造変化を知ることは難
しい。そこで我々は構造敏感な分光手段でありながらその適
用範囲が限られていた時間分解赤外振動分光(TR-IR)法を改
良し、実際の機能性物質の実時間その場観測を可能にする装
置の開発を行ってきた。これを用いてこれまでに不均一触媒、
機能性薄膜、有機半導体、光応答性液晶、金属錯体光触媒、
有機EL発光体などにおける動的構造変化およびその機能との
関係を明らかにした。 
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